
(公社)青年海外協力協会理事長 雄谷良成

「見世物づくりから本物づくりへ」
～地方創生に向けて～
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沖縄の離島振興技術を利用した
高齢者や学生による「共同売店」



近隣の美大生が住むアトリエ付き住宅





地域福祉とはいうけれど・・・

• GHに移ってみました・・・
－半世紀来の本部所在地で受けたＧＨ反対運動

• 第二段階へ
－「障害の理解」から「個人の理解」へ

－総論賛成各論反対の打開

－施設を変えるのではなく地域を変える

⇩ 三草二木西圓寺へ



平成１９年オープン

□就労継続支援B型（定員14名）

“デイサービス施設および温泉施設管理が授産”

カフェ・環境整備（特に温泉清掃）味噌漬物製造 etc.

□生活介護（定員6名）

□高齢者デイサービス（定員10名）

昼食 釜炊きご飯・目で楽しむ食事

入浴 天然温泉による入浴

講座 外部の専門講師を招いての趣味の講座 etc.



西圓寺 Ｂｅｆｏｒｅ



昭和18年頃昭和40年頃



西圓寺 Ａｆｔｅｒ





町の方には温泉を無料開放



温泉管理作業

町の方も毎日協力















ボランティア

圏域住民

見学者

温泉客

西圓寺から始まる“町おこし”

高齢者

障害者

子供

野田町
住民

・働く場（ワークシェア）
・デイサービスの利用
・憩いの場

・働く場（就労継続Ｂ型）
・生活介護の利用・遊び場として

・駄菓子屋

・温泉の利用
・「市」の利用
・カフェの利用



石川県
小松市
野田町
（66世帯）

Ｒ８

Ｎ

地域マップ

至金沢→

塚谷さん

平田さん

南さん

西さん

中出さん

山本絹織

福田さん
西圓寺ができるまで
近所付き合い皆無。
今では毎日温泉で
野田町住民と楽しく
談笑されている。

中田さん
おばあちゃん10月よ
りデイ利用予定。
実家の豆腐をいつも
差し入れして下さる。

村永さん
（公民館長、ＨＢへ
のバス旅行を企画）

村永久美子さん

林さん

若林自動車

川筋さん

東酒蔵 中島さん

北川さん

山田さん
ほぼ毎日一家で
温泉利用。

奥さんの母田上さん
デイ毎日利用中。

地域の中での
家々の繋がり
地域の中での
家々の繋がり







2012～2013 NHK「ゆく年くる年」
「日本に元気を あすへつなぐ祈り」

に取り上げられました



「地域」とは何か？

• 「地域」とは、住民が

職員が地域の中で生きがいを感じるには、利用者の皆さんが
日常的に地域の様々な人や活動と深く係わりあっていることが
必要となる

継続性 密着性と

をもって生活する場所・区域のこと



「遠野らしさ」とは何か

• 高齢、障害、保育が起こす様々な化学反応
• 遠野物語の主人公は誰？
• 遠野らしさとは？

– 遠野における本物とは何か
– 遠野という場所に育まれた人
– 遠野らしい人とは？

• 遠野版ＣＣＲＣとは？
– おばあちゃんの原宿・巣鴨
– 灯台もと暗し⇒外から見て一目でわかるすごさ
– 駅を中心に考えてみる
– Ｅｘ．「○○せんべい」ＶＳおばあちゃんの選ぶ草餅

• 働く人の魅力





「ＪＲ美川駅活性化プロジェクト」 H24.4～
「不特定多数」を対象とした事業による地域創生

• 社会福祉法人による駅の指定管理
• １日の乗降客数は８００人程度
• 市としては年間８００万円程度の赤字
• 行政・福祉・地元産業の連携
• 地元主体の駅カフェ・ギャラリー開設へ

• 素行不良青年のたまり場が住民憩いの場所へ
• 駅舎利用者は１．５倍に



ＢＥＦＯＲＥ



ＡＦＴＥＲ



デイサービスの場として

Ｃａｆｅに併設されたギャラ
リーで
喜多浩太郎氏のイラスト作品
展





「美川３７Work」の広がり

平成25年4月より
駐車場管理

平成25年4月より
駐車場管理と
駐輪場管理

平成25年4月より
公衆トイレの
清掃業務

長屋町市営住宅
用地にＧＨ建設中

線を繋ぎ面へ
展開する

施設外就労
就労支援A型３名



松任駅周辺活動
中川一政記念館別館
喫茶開設

平成25年４月1日
①松任駅構内の就労支援
施設ワークセンター松任
開設予定

②松任駅構内及び駅周辺
清掃業務開始

平成25年2月13日
中川一政記念館別館喫茶開設
※佛子園他の応募者１２団体の中
から選出されました

隣接建物のふるさと館とのコラボ
が大きなテーマです

ワークセンター旭と連携
した活動を展開します

・佛子園 配食サービスを松任・美川へ
面展開する
（レンタルグリーン・おもち販売などへ）



ＪＲ駅を繋いだ活動への展開
小舞子～美川松任～加賀笠間～松任

就労継続支援業務の開発
美川を中心にＪＲ小舞子駅
の構内清掃業務などを
獲得(今年四月から獲得)

美川と松任に挟まれた
ＪＲ加賀笠間駅の構内清掃
業務なども獲得したいと
考えています



平成25年４月1日より
新装されたＪＲ松任駅の
連絡通路やトイレ清掃を
請負

平成25年2月13日
松任２３（ふるさと）Ｃａｆｅ
開設
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「Ｓｈａｒｅ金沢」福祉タウン構想 H25.4～

• 城下町、門前町、学園都市・・・
• 福祉による「わが街」再生
• Social Inclusion ＆Ｍｕｌｔｉｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ
• Positive Welfare
• 住み、通う人が何らかの役割を担い支えあう













総括会議

医療部会

医院連携

訪問看護

福祉部会

福祉事業所

訪問介護

地域部会

地区役員

民生委員等

町内会

班長会

情報部会

情報センター

地域Ｖｒ

国内版PCMの組織づくり
例）「B’s Project 」にみる組織運営

※各組織ごとにＰＤＭを設定




め




出城地区（北安田町）について

地区名 世帯数 人口 （男） （女）

白山市 40,686 112,960 55,062 57,898

出城地区 3,272 9,379 4,508 4,871

北安田町 573 1,741 856 885

出城地区・・・北安田町を含む２１町で構成

北安田町・・・近年、農地を埋め立て、新興住宅が増

加。新旧居住区と世代分離が進む。








昔からの住民と新興住宅地が混在しはじめた町で、交流
はほとんどない。

コミュニティーの場がなく、いろんな世代が日常的に顔
を合わせる場がないため、お互いを知らない

住民把握や問題の共有・解決ができていないため、独居
高齢者や障害者、生活困窮者などが暮らすには不安。

９年前、近隣にグループホームを建設しようとした際、
住民による反対運動。

町には旧部落住民間に派閥があり、互いが交流すること
が少ないところに新興住宅地が増加。

事業の背景




 出城地区住民の主体的自治参加による町づくり

 福祉・医療・情報等のワンストップ「駆け込み寺」

 「集まってひと騒ぎ」⇒コミュニケーションの確立

 「飲んで ふた騒ぎ」⇒ 〃 の深化

 「温泉で 悪だくみ」⇒癒し、普段着のコミュニケーション
の場づくり

 「デイサービスでひと儲け？」

⇒老若男女、障害の有無など関係なく、

誰もが町の担い手となれる町
※三草二木行善寺パンフレット参照

目指したもの









①-1 関係者分析

受益者 実施者 政策決定者 協力者 財政 負担者 反対者

出城地区 地区役員 町内会長会

出城公民館
地元市議
法人出身者
〃支援団体
〃ＧＨ

国県市 隣人１軒

北安田
町

町役員 町内会
地元

有力企業
佛子園

隣接住民
（妙林）
（北出）

班長 班長会
町役員
地元企業

佛子園





①-2 重要な関係者の詳細分析

分析対象Ｇ 特徴 問題点 Ｇの強み Ｇの弱み
外部の良い
機会

外部からの
脅威

出城地区住
民

旧部落 排他的
有力者が多
い

高齢化
派閥分裂

在来
新幹線駅
計画

なし

〃

３０代
新興住宅世

帯

周辺住民
との関係性
が希薄

子供をもっ
た若年層

地域に無関
心

新幹線
車両基地

なし

近隣住民
先祖からの
行善寺との
関わり

入所施設時
代の関係の
薄さ

親族関係が
多く、強い
つながり

有力者に弱
い

新興住民の
参加により
活気

なし



問題があっても住民同士で共有できず、
主体的に解決できない

住民が町づくりに主体的に関われない

日頃の話し合い
の場がない

コミュニティー
施設がない

公民館は人がい
ない為、日常使
いできない

住民の想いを反
映できていない

限定的な人が町
を動かしている

関係性が希薄

行事のみの関係 新旧住民の分離

②問題分析

結果

原因



住民が問題を共有し、

主体的に解決・発展できる町づくり

住民の主体的自治参加

日頃の話し合
いの場がある

コミュニ
ティー施設が
ある

公民館に代わ
る集まれる場
所がある

住民の想いが
反映される

多くの人がと
もに町を動か
している

関係性が密接

日常的な関わ
りがある

新旧住民同士
の協力

③目的分析

目的

手段
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佛子園
本部

児童発
達支援
ｾﾝﾀｰ

ホー
ムド
ク
ター

小規模
保育

ナース
ステー
ション

情報セ
ンター

温泉

行善寺

ｽｲﾐﾝｸﾞ
ｽｸｰﾙ

（ﾌﾟｰ
ﾙ）

ﾘﾍﾞﾙﾀ

ラオ
ラ

アイ
レ

パシ
オン

ｸﾞﾗ
ﾝ・ｺ
ｽﾀ

ｶｻﾃﾞ
ﾏｰﾔ

ｻｰﾋﾞｽ
付高齢
者住宅

シェア
ハウス

GH
CH

GH
CH

GH
CH

GH
CH

GH
CH

GH
CH

GH
CH

シェア
ハウス

ｻｰﾋﾞｽ
付高齢
者住宅

シエ
ロ

ア
ミー
ゴ

ルー
ス




ＧＨとの関係性

住民としての役割を果たす

→行事、葬儀、会合、奉仕活動に参加







プロジェクト要約 指標 指標入手手段 外部条件

上位目標
住民が問題を共有し、主体的に解決、
発展できる町づくり

プロジェクト目標
住民の主体的自治参加

地域貢献活動が増える ・あんやと板
・町内活動報告

・景気や政治、気候状況
に大きな変動が無い

アウトプット
１、日頃の話し合いの場がある
コミュニケーションの場づくり

２、住民の想いが反映される
３、関係性が密接になる

１、新旧住民が三草二木行善寺
に全員集う

２、地域の会議での発言が活
発になる

３－１地域懇親会に新興住宅住
民の参加数が増える

３－２近隣にお店が増える

１、入湯札で来ていない人が
いないか確認

２、町の会議で確認

３、懇親会で確認

・住民の人口減がない
・住民が健康でいる
・地域交流の経験職員の
大幅な退職や異動がない

活動
1－１入湯札の設置
１－２入湯状況の確認
１－３家庭用町内放送機器設置
２、あんやと券、あんやと番の設置で
お互い認め合う

３－１柿の間、楪の間の設置
３－２会合への参加

【投入】
・出城地区町内会長会
・北安田町内会
・出城公民館
・出城民生委員
・三草二木 行善寺

（資機材・費用）
建物改修、改修費用

前提条件
白山市や出城地区住民
の協力が得られる

PDM
プロジェクト名；住民が問題を共有し、主体的に解決・発展できる町づくり
期間；H26年4月～H29年3月 対象地区：出城地区 ターゲットグループ：出城住民





新旧住宅地住民の関わり度などの指標に





住民主体を維持促進する仕掛け






